
政
府
は
２
月
２
５
日
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
症
対
策
基
本
方
針
」
を
発

表
し
ま
し
た
が
、
国
民
や
企
業
、

医
療
機
関
に
様
々
な
努
力
を
求
め

な
が
ら
、
国
の
果
た
す
べ
き
責
任

は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

加
え
て
安
倍
総
理
が
突
如
と
し

て
、
全
国
の
小
中
高
校
を
３
月
２

日
か
ら
春
休
み
ま
で
休
校
に
す
る

よ
う
要
請
し
た
た
め
、
現
場
で
は

混
乱
が
広
が
り
、
場
当
た

り
的
な
政
府
の
対
応
に
批

判
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
の
今
年
度
の

対
策
費
は
１
５
３
億
円
で
、

来
年
度
予
算
案
に
は
１
円

も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
で
は
大
統
領

が
約
２
８
０
０
億
円
の
予

算
措
置
を
認
め
る
よ
う
議
会
に
要

求
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
約
５
０
０

０
億
円
、
香
港
政
府
も
約
４
３
０

０
億
円
を
投
入
す
る
と
発
表
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
予
備
費
が
２
７

４
３
億
円
も
残
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
全
面
的
に
活
用
す
べ
き
で
す
（
２

月
２
７
日
現
在
）。

政
府
は
、
重
症
患
者
の
入
院
治

療
の
た
め
指
定
医
療
機
関
の
感
染

症
病
床
（
約
１
８
０
０
床
）
な
ど

を
確
保
、
一
般
医
療
機
関
で
も
感

染
疑
い
の
あ
る
患
者
の
受
診
を
可

能
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
充
分
な
財
政
補
て
ん

が
必
要
で
す
。

一
方
、
日
本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）

が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
医
師
が
診

察
し
て
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た

ら
す
ぐ
に
検
査
が
で
き
る
よ
う
に

保
険
適
用
が
急
務
で
す
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
、
短

時
間
で
検
査
結
果
が
出
る
簡
易
検

査
キ
ッ
ト
を
早
く
開
発
し
、
供
給

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
観
光
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や

海
外
企
業
と
の
取
引
停
止
、
イ
ベ

ン
ト
中
止
な
ど
、
経
済
へ
の
影
響

が
深
刻
で
、
政
府
が
進
め
る
緊
急

貸
し
付
け
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
補
償
の
拡
大
と
と
も
に
、
中
小

零
細
業
者
へ
の
「
つ
な
ぎ
融
資
」

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
事
業
縮
小

で
仕
事
を
休
ん
だ
人
の
収
入
保
障

の
た
め
雇
用
調
整
助
成
金
の
対
象

を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
費
税
減
税
な
ど
景
気
へ
の
思

い
切
っ
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
い
ま
、
そ
の
具
体
化
へ
政
府
の

責
任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
記
事
は
３
月
１
日
時
点
）

（２） ２０２０年３月８日 日本共産党前県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №４２２

２
月
１
５
日
、
船
橋
市
内
で

「
船
橋
社
会
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
Ｃ
ゼ
ミ
）
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
志
位
和
夫
委
員
長
を
講
師

に
、
青
年
学
生
が
様
々
な
テ
ー

マ
で
学
び
合
い
語
り
合
う
企
画

で
、
２
カ
月
に
１
回
の
予
定
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
」
で
す
。

志
位
委
員
長
は
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
は
、
『
男
ら
し
さ
女
ら
し

さ
』
な
ど
私
た
ち
に
シ
ャ
ワ
ー

の
よ
う
に
降
り
注
い
で
い
る
性

別
に
よ
る
行
動
規
範
や
役
割
分

担
の
こ
と
。
し
か
し
自
然
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
支

配
勢
力
が
政
治
的
に
つ
く
り
、

歴
史
的
に
押
し
付
け
て
き
た
も

の
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
求
め

る
た
た
か
い
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
利
用
し
て
差
別
や
分
断
を
持

ち
込
み
、
人
民
を
支
配
す
る
政

治
を
変
え
る
た
た
か
い
だ
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

性
犯
罪
を
な
く
す
こ
と
を
掲

げ
た
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
に
自
ら
参

加
し
た
体
験
に
ふ
れ
、
「
フ
ラ

ワ
ー
デ
モ
へ
の
参
加
は
自
分
に

と
っ
て
大
き
な
も
の
が
あ
っ

た
」
「
日
本
共
産
党
は
綱
領
で
女

性
へ
の
暴
力
の
廃
絶
を
求
め
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
志
位
委
員
長
は
安
倍
総

理
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
自
ら
の

国
会
質
疑
を
紹
介
。

男
女
の
賃
金
格
差
の
開
示
を

企
業
に
義
務
づ
け
る
べ
き
と
の

質
問
に
安
倍
総
理
は
「
公
表
す

る
と
求
職
者
の
誤
解
や
混
乱
を

招
く
と
の
指
摘
等
も
あ
り
、
情

報
公
開
の
対
象
だ
と
思
っ
て
い

な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
で
は
「
わ

が
国
の
家
族
の
あ
り
方
に
深
く

か
か
わ
る
こ
と
で
慎
重
に
対
応

を
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

同
性
婚
を
認
め
る
民
法
改
正

を
求
め
る
と
、
「
憲
法
は
同
性

カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
を
想
定
し
て

い
な
い
」
な
ど
と
答
え
て
い
る

と
話
し
、
安
倍
総
理
の
姿
勢
を

批
判
し
ま
し
た
。

１月４日、新年が明けてすぐに地域の日本共産党支

部のみなさんと船橋市西習志野地域を訪問。お話しを

聞くなかで、「近くの道路の側溝にフタがなくて危な

い」との要望が寄せられました。

さっそく現地を見に行って市役所に要請した結果、

１カ月もたたないうちに設置され、素早い対応に、要

望していただいた方も喜んでくれました。

日本共産党は、どんな小さなものでも身近な要望の

一つ一つ受け止めて、ただちに動いて解決を目指して

います。

ぜひ、お気軽にご要望をお聞かせください。

実現めざして全力でがんばります。

打
撃
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
に
支
援
を

若
者
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
語
り
合
う

志
位
和
夫
委
員
長
（
左
か
ら
３
人
目
）
と

斉
藤
和
子
前
衆
院
議
員
（
そ
の
右
）。

＝
２
月
１
５
日
・
船
橋
市
内

船橋市西習志野でフタがなかった側溝（左の写真）にフ
タがつきました（右の写真）。近くの住民の方からの要望
を市に伝えたところ、すぐにつけてくれたものです。

不
十
分
す
ぎ
る

政
府
の
対
策


